


が意外に「協調性」を潜在的に今も育んでいる気がします。 個も大切なら自律の衷打ちが
前提ですが、 これは日本に欠けてます。 これからは再び、 複の福を、 生かす時代と思うの
です。 中国の人 複数に、 ある事をやらせると、 すぐ喧嘩をする話を、 最近聞くのです。
これが国民性なのでしょうか、 それとも、 単なるマネージングの違いでしょうか。
ー教室の事一ー

教室は、 今、 質量分析にはまっています。 ビデオは？ やっています。 現象解析の手段
としてはやはり必要ですが、 これも、 大胆に見直す時が来たと者えます。 今、 これに質量
分析を結合しようとしています。 名付けてビデオマススコープ（教室で考えたこの様な
言葉を勝手に他の目的に使う人が最近居るそうですよ）。 細胞動態で分からないのが分子
群の動き。 それが、 どこまで質量分析法を援用して出来るかがテーマです。 自作していだ
質置分析装置に加え、 最近高価なLC-MSをその為に購入しましだ。 でも、 LC-MS 
として使うことは、 きっとないと思います。 扱う細胞群は、 繊維芽細胞、 マスト細胞、 好
酸球、 その間の分子コミュニケーションがこの為の主テーマです。

教室には、 3年生が入ってきて、 更ににぎやかになりましだ。 男子4名、 女子1名のパ
ワー はすごく、 最近フライス盤などでのエ作にはまっています。 面白く、 頼もしい集団に
なりそうです。 それ以上の雰囲気は、 きっと学生みんなの頁で、 見て取れると思います。
ーー研究他と私事——

新しい大学院のプランニングで、 医学科、 歯学部、 保健学科、 原医研の色閃な先生と親
しくお話しでき、 それぞれの学部、 学科の特性が良く分かりました。 意外にコンサバティ
プな医学科、 前向きな歯学部、 おとなしい保健学科と原医研、 そして、 伺よりこのプラン
ニングのエンジンにも、 バインダーにもなっているのが、 薬学かも知れません。 最初は還
慮気味にしていましたが、 これでは、 将来が危ういとなると、 最近では、 とてもストレー

トに言う様になりました。 それを、 皆さん快く受け入れて下さり、 とても良い雰囲気です。
今年も、 動き回っています。 4月にミレニアムを記念した国際薬学会 FIP2 0 0 0で、

サンフランジスコでの招待講演（これは、 東大薬学 今井一洋先生が推薦して下さって実
現したものです）、 毎日、 妹の車で、 会場との往復は、 まるで通勤しているような気分で
しだ。 7月には、 またパナマに、 今度はJ IC Aの専門家派遣のプロジェクトとして、 医
学科の吉澤先生と共に、 私の方は、 ビデオ顕微鏡と解析システムをJ ICAの支援で、 送
って貰い、 パナマ大学で、 丁度ここの医療分子探索施設と同じ共同利用コンセプトが育つ
かを試して貰う事にしました。 吉澤先生は、 パナマの輸血制度を視察、 J IC Aも大使も
先生の者え方に共感され、 来春のパナマ大統領の来日へのお土産として、 先生の指導で、
血液センタ ーや献血車などが送られる事に発展しています。 さすが、 その道のトップのや
ることは違うと、 その進め方は多いに参者になりました。 9月末には、 スペイン、 バルセ
ロナでの世界質量分析学会へ、 これからのデビュ ーに備え、 世界の動きを押さえたかった
のです。 スペインは、 なかなか良い国でした。 1 1、 12月は、 講演の月、 名古屋工大、
島根大学、 金沢大学での講演や集中講義が入っています。 そして、 まだPASIFICHEM2000
に招かれ、 ハワイでの講演が待っています。 咄家ではないのですから、 もっと現場を動か
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